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鎖紹鰈鰥裟鰊男┋糯ゾ〞愉筑┎求侃豢┇┏ﾎ宮ヂ┎傑虎ゼｓ妓ブﾎ⇒袴┲笈┃〞

宮ヂ┎＋ﾑゼ艀讒冗┇┎Ö枳亞┊乖付┲∂ら┊ヂビ┬┞ブ〞ﾏバ┎┨グ┊バ┈ゼ繝

聘┋糯バ┃〞┩ﾎ團〞━┋∠ゼΧ兆┫┎┇ブ┧グズ鰾 

 

出駈勵瓦桂＞竈呱ｃ〉よ』ろ┇┏ﾎﾘ迷激滞┋ジデ┫鋩髞揉┘┎乖付礎昔ﾙ┈軫

ブ〞呱ｃ┲◇亶ガ〞ブ┞ブ〞ﾏ迷激┋┨┃┆Ö枳亞┊艀讒乖付┲冐┩┊デ┬┐┊┩

┊ガ願英┎ﾎ鋩髞揉鵜┓｠┎傑即┤侃貫┎＋ﾑ┎“ババ┭”┈“ズ┩─”┎╈┹┋

┄ガ┆ﾎバ┎呱ｃ┲腋プ┆契┳┇ガ〞─ゾ〞ガ┈疾ガ┞ベﾏ 

頚謔┋迷激ゼ糯ゾ〞願英┋ﾎ鋩髞揉ゼ艀讒乖付┲冐┫バ┈┋┊┫ツ繁遏┊┉┎ツ

デ憎盂┏ﾎ┉┬─デ┎濡旡┲図━英┯ボ┆ガ┫ズ鰾 属蹼ズ┩包なブ┆ジガ〞┛グ

ゼ棧ガ┢┎┏∠ズ鰾 ┊┉ﾎガピ┈ガグ滞┎〞┡┋ﾎ＜鯑契┳┇ジゾ┞ブ┧グ!!  

 

司呱ｃ〉よ』ろ┋┏ﾎ侃貫┎冽ビ┳ゼ譎┞┃┆契┙┫ﾘΧЙ秧斎ﾙﾘΧЙ秧斎ﾙﾘΧЙ秧斎ﾙﾘΧЙ秧斎ﾙ┈ガグψ祭ゼ

ケ┪┞ベﾏバ┎ﾘΧﾘΧﾘΧﾘΧЙ秧斎ﾙЙ秧斎ﾙЙ秧斎ﾙЙ秧斎ﾙ┲σ豫ブ┆ﾎポ┒ツ繁遏┤枳彦〒衣∨┇ﾘ迷激滞┋ジ

デ┫鋩髞揉┘┎乖付礎昔ﾙ┲ぃろち┋侃貫┎迷激遣孵┎ы賛〒┲裴ガ┆ヂ─ビガﾏ

司〉よ』ろ┎ﾘΧЙ秧斎ﾙﾘΧЙ秧斎ﾙﾘΧЙ秧斎ﾙﾘΧЙ秧斎ﾙ┲パσ豫ガ〞─デ┬┐ﾎ秧墾┋ジ礎条ベ┫秧墾綜れ｝腋

篩┊┉┎治痙┏ケ┪┞ボ┳ﾏ 

 

½皙ジ霞ガ英┯ボケ┞┇ジ販纎┋パ腱忻ヂ─ビガﾏジ糸━ブ┆ジ┪┞ベﾏ 

 

 

 

 

 

 

ｗ ǈǜƳưܖǅƏʼᜱƷƍǖƸ  ”    

ą採儁哉淋撒在菱śą採儁哉淋撒在菱śą採儁哉淋撒在菱śą採儁哉淋撒在菱ś        

粽掀p圻晁跳つ€毒止執祉実粽掀p圻晁跳つ€毒止執祉実粽掀p圻晁跳つ€毒止執祉実粽掀p圻晁跳つ€毒止執祉実    
θ粽79θ粽79θ粽79θ粽79    ŹŹŹŹ    粽師仔粽師仔粽師仔粽師仔χχχχ    

TEL : 089TEL : 089TEL : 089TEL : 089----914914914914----0721072107210721        FAX : 089FAX : 089FAX : 089FAX : 089----914914914914----0732073207320732    
θ次実痔時実施χhttp://home.e-catv.ne.jp/e-zaitakukaigo/ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出前講座に伺います】【出前講座に伺います】【出前講座に伺います】【出前講座に伺います】    

 

③③③③    ～～～～    認知症認知症認知症認知症高齢者高齢者高齢者高齢者のケアのケアのケアのケア    ～～～～    

②②②②    ～～～～    残った機能と失った機能残った機能と失った機能残った機能と失った機能残った機能と失った機能    ～～～～    

④④④④    ～～～～    生活リハビリとは生活リハビリとは生活リハビリとは生活リハビリとは何か何か何か何か    ～～～～    

⑤⑤⑤⑤    ～～～～    起きる・座る・立ち上がる【起きる・座る・立ち上がる【起きる・座る・立ち上がる【起きる・座る・立ち上がる【実技実技実技実技】】】】    ～～～～    

①①①①    ～～～～    介護とは何か介護とは何か介護とは何か介護とは何か    ～～～～    

 この連続講座は、少しでも良い介護について知って頂きたいと思って企画しております。 

 平成２７年度は、在宅介護研修センターで①～⑤を繰り返し５回行いました。これからは、出来るだけ 

県内各地で行いたいと思っております。 

 公民館や介護事業所などの場所をお借りして行いますので、ぜひ企画して声を掛けて下さい。もちろん 

出前講座なので、講師料・交通費などは必要ありません。５回では多すぎるようなら、テーマを選んで 

２回～３回シリーズとして行う方法もあります。ご検討下さい。 

 脳卒中の後遺症で片マヒになった方には、手足のマヒの他

に目に見えない不自由さがあります。残った機能を活かして

暮らす介護をするときの、参考にして下さい。 

 介護が必要になったとき、どのような介護に出会

うかで、それからの生活が大きく変わります。「寝た

きり」をつくらない介護を学びましょう。 

 認知症の介護は、まず認知症を理解することから始まり

ます。何もかも分からなくなってしまったという誤解が、

認知症の方の混乱を招く場合もあるからです。     

 出来なくなったことを数えないで、出来ることを数えま

しょう。介護の役割は、残った機能が使える条件を整える

ことです。「生活行為に優る訓練なし」がスローガンです。 

 残された機能が活きる動きとは、どのような動きか？ また

そのように介護をするにはどうすればいいかを、「人の動き」を

もとに伝えます。介護の教科書は、自分の体にあります。 


